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手
を
洗
っ
た
水
、
洗
濯
を

し
た
水
、
ト
イ
レ
を
流
し
た

水
。
皆
さ
ん
が
家
庭
や
仕
事

場
な
ど
で
使
っ
た
水
は
、
ど

こ
へ
流
れ
て
い
く
か
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　「
川
や
海
に
そ
の
ま
ま
流
し

て
い
る
」
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
家
庭
な
ど
で
使
っ
た
汚
い

水（
汚お
す
い水

）は
、地
中
に
埋
ま
っ

て
い
る「
下
水
道
管
」を
通
り
、

「
下
水
処
理
場
」
に
運
ば
れ
、

そ
こ
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
、

海
や
川
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
日
常
生
活
で

目
に
触
れ
に
く
い
も
の
で
す

が
、
住
み
や
す
い
ま
ち
や
自

然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
大

切
な
設
備
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
、
陰
か
ら
皆

さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
い
る

縁
の
下
の
力
持
ち
の
「
下
水

道
」
を
紹
介
し
ま
す
。 ■問い合わせ　上下水道課☎︎ 64・6029

陰から生活を支える

縁の下の力持ち 「下水道」

下
水
道
の
役
割

下水道の仕組み ～汚水がきれいになるまで～
（公共下水道の下水処理場「小浜浄

じょうか
化センター」の場合）

⑥ 汚泥濃縮タンク

② 最初沈殿池

②最
さいしょ
初沈

ちんでんち
殿池

　砂や大きなゴミが取り除かれた汚水は、ポンプで最
初沈殿池に送られます。
　最初沈殿池は、長さ約 20㍍、幅約 5㍍のプールのよ
うな構造になっており、汚水をゆっくりと流すことで、
泥やゴミなど（汚泥）と上澄み水に分けることができ
ます。上澄み水はエアレーションタンクへ、汚泥は汚
泥濃縮タンクへ送られます。

③エアレーションタンク
　ここでは、微

び せ い ぶ つ

生物に水の汚れを食べてもらい、太ら
せて沈みやすい大きな固まりを作ります。
　また、季節に応じて微生物の種類や状態が変化する
ため、水中に酸素を含まない「嫌

け ん き そ う

気槽」と、酸素を含
む「好

こ う き そ う

気槽」を設けて、空気量を調整しています。

③ エアレーションタンク④ 最終沈殿池⑤ 塩素混和池

⑦ 脱水機

セメントの原料や
肥料に再利用！

搬出

①沈
ち ん さ ち

砂池
　家庭などからの汚水は、
下水道管を通り、下水処
理場の入口となる沈砂池
で、汚水の中の砂や大き
いゴミを取り除きます。

④最
さいしゅう

終沈
ち ん で ん ち

殿池
　最終沈殿池では、泥な
どが沈みやすくなった汚
水を、ゆっくりと流すこ
とで、さらにきれいな上
澄み水へと変えます。そ

の上澄み水は最終工程の塩素混和池へ、汚泥は最初沈
殿池と同様に、汚泥濃縮タンクへ送られます。

⑦脱
だっすいき
水機

　濃縮した汚泥は、脱
水機でさらに水分を取
り除き、重さと容量を減
らして、県内の処分先
に運ばれます。そして、

セメント・肥料の原料として、100% 再利用されます。

⑤塩
えん そ
素混

こ ん わ ち
和池

　最終沈殿池できれい
になった水は、塩素で
消毒・滅菌され、さらに
きれいな水にしてから、
小 浜 湾 に 放 流 し ま す。

下水道マスコットキャラクター
　　　　　　　　　「スイスイ」

①
公
衆
衛
生
の
向
上

②
水
環
境
の
保
全

　

身
近
な
道
路
側
溝
な
ど
に
汚
水
が

流
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、
町
中
が
清

潔
に
保
た
れ
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害

虫
や
悪
臭
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
生
活
環
境
が
良
く
な
り
ま
す
。

　

川
や
海
に
汚
い
ま
ま
の
水
を
流
す

こ
と
が
無
い
た
め
、
川
や
海
な
ど
の

水
質
が
保
た
れ
、
美
し
い
環
境
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　   ：ポンプＰ

⑥汚
おで い
泥濃

のうしゅく
縮タンク

　最初沈殿池や最終沈
殿池の底にたまった汚
泥は、ポンプで汚泥濃
縮タンクに送られます。
　送られた汚泥はタン
クにためられ、濃縮して量を減らします。

汚
水
が
き
れ
い
に
な
る
ま
で

Ｐ

ＰＰ

汚泥（泥など）処理の流れ

水処理の流れ

家庭など

沈砂池①

下
水
道
管

マンホール

小浜湾に放流
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Ｑ
．
小
浜
市
の
下
水
道
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
き
た
の
？

Ａ
．
本
市
の
下
水
道
は
、
市
街
地
の

汚
水
を
処
理
す
る
「
公
共
下
水
道
」、

農
村
部
の
汚
水
を
処
理
す
る
「
農の

う
ぎ
ょ
う業

集し
ゅ
う
ら
く落
排は

い
す
い水
」、
漁
村
部
の
汚
水
を
処

理
す
る
「
漁ぎ

ょ
ぎ
ょ
う業

集し
ゅ
う
ら
く落

排は
い
す
い水

」
の
３
種

類
で
整
備
し
、
20
カ
所
の
下
水
処
理

場
が
市
内
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
下
水
道
を
使
う
の
に
、
な
ぜ
料

金
が
か
か
る
の
？

Ａ
．
24
時
間
３
６
５
日
、
休
ま
ず
動

い
て
い
る
下
水
道
施
設
で
は
、
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
多
く
の
お

金
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
下
水
道
を
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
か
ら
、「
下
水
道
使
用

料
」
を
い
た
だ
き
、
電
気
代
や
薬
品

代
、
機
械
の
修
理
費
な
ど
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

株式会社アクアテック
施設管理部長

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　

下
水
道
施
設
見
学

市
民
の
生
活
を
支
え
る

　

株
式
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
で
は
、
13
人
の

メ
ン
バ
ー
で
、
市
内
全
て
の
下
水
道
施
設
を

維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
施
設
管
理
部
長
と
し
て
、
維

持
管
理
の
責
任
者
を
務
め
て
い
る
越
野
さ
ん

は
、
約
30
年
間
、
本
市
の
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

越
野
さ
ん
は
、「
汚
水
の
処
理
に
は
、
微

生
物
の
役
割
が
重
要
で
す
が
、
非
常
に
繊
細

な
生
き
物
な
の
で
、少
し
の
環
境
の
変
化
で
、

全
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
経
験
や
計
器
の
数
値
な
ど
か
ら
微
生

物
の
状
態
を
見
極
め
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

仕
事
で
す
」
と
、
語
り
ま
す
。

　
「
下
水
道
の
管
理
は
大
変
で
す
が
、
長
年

こ
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
下
水
道
の

仕
事
が
好
き
だ
か
ら
」
と
、
笑
顔
で
話
す
越

野
さ
ん
。「
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に
下
水
道
の

大
切
さ
が
伝
わ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
、

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

下
水
道
Ｑ
＆
Ａ

　

年
間
を
通
し
て
、
小
学
生
な
ど
を

対
象
に
、
下
水
処
理
場
の
見
学
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
が
実
際
に
施
設
内
を
見

学
し
、
下
水
道
の
仕
組
み
や
正
し
い

使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
下
水
道
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
見
学
し
た
西
津
小
学
校
の
児

童
か
ら
は
、「
臭
い
が
あ
っ
て
汚
か
っ

た
水
が
、
微
生
物
の
お
か
げ
で
き
れ
い

に
な
っ
て
い
て
、び
っ
く
り
し
た
」「
下

水
道
の
使
い
方
を
家
族
に
も
伝
え
た

い
」
な
ど
、驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
り
、

下
水
道
に
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
り
し
て
い
ま
す
。

越
こ し の

野 信
のぶゆき

幸さん（59 歳）

大切に使おう！ ～下水道のエチケット～

①下水道管の詰まりの原因になるものや
　危険な物は絶対に流さないでください

②下水道の「分
ぶんり

離ます」を定期的に掃除しましょう

　トイレットペーパー以外の紙や紙おむつ、
生理用品、タオルなどの異物を下水道へ流す
と下水道管が詰まり、家庭などからの水が流
れなくなります。
　また、ガソリンや灯油などの危険な物は、
下水道管の中で引火のおそれがありますので、
絶対に流さないでください。

　家庭に設置している「分離ます」は、「ゴミの除去」と「油
ゆ し

脂
分離」を行うことで、下水道管を守っています。
　定期的に清掃を行わないと、下水道管の詰まりの原因になり
ます。月１回程度を目安に「分離ます」の清掃をお願いします。

【課題①】維持管理費の増加・使用料収入の減少 【課題②】下水道施設の老朽化
　下水道施設の中には、整備して 30 年以上経過
しているものもあり、建物や機械類など、さま
ざまな設備が老朽化してきています。
　老朽化が進み、万が一、下水処理ができなく
なってしまうと、下水道の役割を果たせなくなっ
てしまい、市民の皆さんに多大な影響が出るこ
とになります。

　下水道施設の維持管理には、多額の費用がか
かっており、現在の物価高

こうとう

騰や電気代の増大な
ど、今後、維持管理費の増加が見込まれます。
　また、人口減少や節水機器の普及などにより、
使用水量が減少することで、使用料収入の減少
も見込まれます。
　このような状況が進むと、下水道の経営に影
響が出てきます。

下水道の普及活動

インタビュー

▲施設見学の様子（西津小学校）

▲令和 4 年度コンテスト優秀作品

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
で
小
浜
を
Ｐ
Ｒ

　

下
水
道
施
設
で
唯
一
、
目
の
触
れ

る
機
会
が
多
い
マ
ン
ホ
ー
ル
。
市
で

は
、
そ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
色
鮮
や
か

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
、
平

成
26
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
生
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
プ
リ

ン
ト
シ
ー
ル
に
加
工
し
て
、
市
内
の

マ
ン
ホ
ー
ル
に
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
９
枚
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン

ホ
ー
ル
は
、「
は
ま
か
ぜ
通
り
（
竜
田
・

駅
前
町
）」
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
開
催
し
た
コ
ン

テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
３
点
も
デ
ザ
イ

ン
マ
ン
ホ
ー
ル
に
加
工
し
、
市
街
地

に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

一人ひとりが実践して
大切な下水道を未来へ
残しましょう！

　本市では現在、特に老朽化が進んでいる機械類・
電気系統の長寿命化対策を実施しています。
　具体的には、令和 2 年度から公共下水道の処
理場「小浜浄化センター」の電気機器や機械類の

【取り組み②】施設の長寿命化対策

更新を行っています。
　また、農業集落排水
では、宮川地区の施設
の更新計画を策定し、
令和 5 年度から更新工
事を始める予定です。

　本市では、将来的に下水道施設の統合を予定
しており、それにより維持管理費の抑制を目指
しています。
　具体的には、公共下水道と近接する甲ヶ崎農
業集落排水施設の統合に向け、地元との協議を
進める予定としています。
　また、下水道管に地下水や雨

あまみず

水の侵入を少な
くし、処理する水を減らすことで、維持管理費
の削減につなげます。

【取り組み①】施設の統合・処理する水の削減

下水道の課題と今後の取り組み

他にも分からないこ
とがあったら気軽に
聞いてください！
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平
成
６
年
に
小
浜
市
福
祉
事
務

所
嘱
託
医
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
27

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
医
療
の

相
談
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
で

も
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
判
定

や
、
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
医
療

の
適
正
化
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
本
市

の
福
祉
・
医
療
全
般
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

木
き む ら

村  浩
こうぞう

三 さん
（86 歳・四谷町）

　

平
成
17
年
に
竜
田
区
・
酒
井
区
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
17

年
以
上
、
竜
田
区
・
酒
井
区
の
代
表

を
務
め
ら
れ
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
現

在
ま
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

務
め
ら
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
まつばら

原  美
み ち こ

智子 さん
（70 歳・竜田）

　

平
成
17
年
に
鈴
鹿
区
・
塩
竃
区
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現

在
ま
で
17
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

塩
竃
区
の
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
宅
を
開
放
し
て
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
を
企
画
運
営
す
る
な
ど
、
高
齢

者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
を
提
供

し
、
高
齢
者
の
生
き
生
き
と
し
た
生

活
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
ま つ み

見  光
み つ え

江 さん
（75 歳・塩竃）

　

長
年
に
わ
た
り
小
浜
市
遺
族
会
に

所
属
さ
れ
、
英
霊
顕
彰
や
忠
霊
碑
清

掃
、
戦
没
者
慰
霊
祭
な
ど
の
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
会

で
会
計
監
査
委
員
や
副
会
長
な
ど
の

要
職
を
担
わ
れ
、
二
度
と
戦
争
を
繰

り
返
さ
な
い
、
平
和
の
語
り
継
ぎ
を

責
務
と
し
、
み
ず
か
ら
が
手
本
を
示

す
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

横
よ こ た

田  清
せ い ご

吾 さん
（83 歳・平野）

　

長
年
に
わ
た
り
小
浜
市
遺
族
会

に
所
属
さ
れ
、
英
霊
顕
彰
や
忠
霊

碑
清
掃
、
戦
没
者
慰
霊
祭
な
ど
の

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
会
の
支
部
長
や
副
会
長
の

要
職
を
担
わ
れ
、
組
織
の
中
心
と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施

し
、
組
織
の
維
持
と
団
結
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

木
き む ら

村  清
きよし

 さん
（87 歳・加斗）

　

小
浜
市
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
相
談

員
と
し
て
、
平
成
17
年
か
ら
17
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
生
守
団
地
区
の

相
談
員
を
務
め
ら
れ
、
高
齢
者
の
福

祉
増
進
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
対
し
て
孤
独
感
の
緩

和
や
、
社
会
活
動
へ
の
参
画
を
促
進

す
る
な
ど
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
よねむら

村  みよ さん
（76 歳・生守）

　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
、
15
年

以
上
小
浜
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
消
費
生
活
に
関
す
る
情

報
発
信
や
、 

悪
質
商
法
・ 

特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
防
止
の
啓
発
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

地
道
な
活
動
を
続
け
ら
れ
、
市
民
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 太

お お た

田  祥
さ ち こ

子 さん
（80 歳・今宮）

小浜海洋少年団 
　

昭
和
36
年
に
結
成
さ
れ
て

か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
手
旗
や

ロ
ー
プ
を
扱
う
訓
練
の
ほ
か
、

乗
船
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
、

社
会
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
海
に
親
し
む

機
会
を
提
供
。
青
少
年
の
健

全
育
成
や

地
域
で
活

躍
す
る
人

材
育
成
な

ど
、
本
市

の
社
会
教

育
に
貢
献

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
内
各
学
校
で
子
ど
も
た
ち

に
歴
史
と
文
化
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
行
う
ほ
か
、
市
民
に

若
狭
小
浜
の
歴
史
な
ど
を
伝
え

る
公
開
講
座
を
実
施
。
ま
た
、

地
域
資
源
を
語
り
継
ぐ
た
め
の

本
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
や
歴

観光ボランティアガイド 若狭の語り部 

史
書
「
若

狭
守し
ゅ

護ご

代だ
い

記き

」
を
発

行
す
る
な

ど
、
本
市

の
歴
史
の

伝
承
に
大

き
く
貢
献

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
54
年
に
民
踊
愛
好
家
で
構
成

さ
れ
る
「
小
浜
豊ほ

う
じ
ゅ
か
い

寿
会
」
に
入
会
以

来
、
40
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
民
踊

活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
民
踊
・
民
舞

の
普
及
促
進
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
小
浜
市
文
化
協
会

の
理
事
と
し
て
、
民
踊
を
通
じ
た
文

化
振
興
と
地
域
に
活
力
と
喜
び
を
与

え
続
け
る
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
こ う の

野  直
な お こ

子 さん
（78 歳・香取）

　

平
成
17
年
に
駅
前
町
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現
在
ま
で
17
年

以
上
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
企
画

運
営
し
、
高
齢
者
の
福
祉
向
上
や
健

康
づ
く
り
に
尽
力
。
平
成
10
年
か
ら

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め

ら
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

古
ふるたに

谷  眞
ま ち こ

知子 さん
（72 歳・駅前町）

　

平
成
17
年
か
ら
鹿
島
区
・
白
鳥
区
・

男
山
区
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
代
表

を
務
め
ら
れ
、
現
在
ま
で
17
年
以
上

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
企
画
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、運
動
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
気
軽
に
で
き
る
運
動
の
講
師

や
進
行
役
を
担
う
な
ど
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
よしむら

村  征
せいいち

一 さん
（79 歳・鹿島）
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小
浜
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合
理

事
長
と
し
て
、
商
店
街
で
の
催
し
実

施
や
空
き
店
舗
対
策
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
小
浜
商
店
街
連
盟
会

長
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
、
落
語

寄よ

せ席
や
音
楽
ラ
イ
ブ
を
地
域
に
根
付

か
せ
、
住
民
の
交
流
を
促
進
。
豊
か

で
健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

木
きのした

下  弘
ひろあき

明 さん
（62 歳・駅前町）

　

30
年
以
上
、
水す

い
と
う稲

や
野
菜
の
無
農

薬
栽
培
に
よ
り
、
地
域
の
生
態
系
の

保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
、
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
の
達
人

に
認
定
。
食
文
化
館
や
公
民
館
、
学

校
な
ど
で
の
そ
ば
打
ち
教
室
の
開
催

や
小
学
校
へ
の
野
菜
提
供
な
ど
、
食

文
化
の
振
興
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
たかとり

鳥  重
しげさと

郷 さん
（72 歳・太良庄）

　

平
成
７
年
か
ら
小
浜
市
文
化
協
会

で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
、
平
成
22
年

か
ら
は
同
協
会
副
会
長
と
し
て
、
文

化
の
発
展
や
後
継
者
の
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
企
画
し
、
子
ど
も
や
若
者
が
文
化

を
体
験
で
き
る
機
会
を
設
け
る
な
ど

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
し げ た

田  美
み ゆ き

幸 さん
（79 歳・多田）

　

平
成
17
年
か
ら
17
年
以
上
、
保
護

司
を
務
め
ら
れ
、 

保
護
観
察
対
象
者

へ
の
助
言
指
導
な
ど
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
た
ち
の
更
生
を
支
え
る
た

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
狭
地
区
保
護
司
会
で
理
事
や
協
力

組
織
部
会
長
な
ど
の
要
職
に
就
き
、

同
会
の
運
営
を
担
う
な
ど
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

辻
つ じ い

井  晴
せいいち

一 さん
（75 歳・口田縄）

　

平
成
12
年
か
ら
21
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
保
護
司
を
務
め
ら
れ
、 

保

護
観
察
対
象
者
へ
の
助
言
指
導
な

ど
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

更
生
を
支
え
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
を
通
し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
も
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

松
まつおか

岡  俊
しゅんゆう

雄 さん
（74 歳・和多田）

【問い合わせ】総務課☎ 64・6002　教育総務課☎ 64・6032

　小浜市長表彰ならびに、文化奨励賞の表彰式を、11 月３日㊍㊗に文化会館で開催し、
松
まつざき

崎晃
こ う じ

治市長と窪
く ぼ た

田光
みつひろ

宏教育長が、それぞれ受賞者に表彰状を贈りました。

市長表彰・文化奨励賞令和４年度

      徳行卓越功労 

      徳行卓越功労 

      徳行卓越功労 

      徳行卓越功労 

      徳行卓越功労 

      社会福祉功労 

      社会福祉功労 

      社会福祉功労 

      社会福祉功労 

      社会福祉功労 

      産業振興功労 

    教育文化振興功労 

    教育文化振興功労 

    教育文化振興功労 

      公職功績功労 

      　功労の部 

      　奨励の部 

1 個人 1 団体

文化奨励賞

※年齢は、11 月 3 日現在

14 個人 1 団体市長表彰 ※年齢は、11 月 3 日現在
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１・２回目接種がまだ済んでいない人は　年内の接種を検討してください

　新型コロナウイルス感染症の影響が
長引く中、電力・ガス・食料品など
の物価高騰の影響を受けている市民の
皆さんの負担を軽減するとともに、地
域の消費を喚起するため、市では、市
内の登録店舗で利用できる地域商品券
「おばまチケット」を全ての市民の皆
さんに配付します。

新型コロナワクチン接種 掲載内容は、11 月 16 日時点のものです

■対　　象　全ての市民
　　　　　　※令和４年 11 月 10 日時点で、市に住民登録がある人

■配 付 数   １人につき、おばまチケット 4,000 円分
　　　　　　 （1,000 円券 × ４枚）

■配付時期　12 月上旬から

■配付方法　世帯主宛てに世帯人数分のチケットを郵送

■利用期限　令和５年２月 10 日㊎

全ての市民の皆さんに

「おばまチケット」を配付します
オミクロン株対応２価ワクチンは、オミクロ

ン株に対して、従来型ワクチンを上回る重症

化予防効果とともに、持続期間が短い可能性

があるものの、感染予防効果や発症予防効果

も期待されています（厚生労働省）

よくある質問　　　　　　　　　　　　　　　　回答

新型コロナワクチンの１・２回目接種に

は、どのようなワクチンを使用しますか。

オミクロン株に対応した２価ワクチンは、

１・２回目接種では使用できますか。

受けられます。以前送付された１・２回目接種用の接種券が

手元にある場合は、それを使用し、下の方法で接種予約をし

てください。

オミクロン株対応ワクチンは、３回目以降の追加接種として

承認されたものであるため、現時点においては、１・２回目

接種としては、使用できません。

１・２回目接種には、新型コロナウイルスの従来株に対応し

た従来型ワクチンを使用します。

接種券が古い場合でも、接種を受けるこ

とはできますか。

おばまチケットの取り扱い店舗
おばまチケットと一緒に送付した「取扱店舗一覧」 もしくは市公式 HP（https://www1.city.
obama.fukui.jp/kurashi/fukushi-kaigo/seikatsushien/p005992.html）を参照してください▶

おばまチケット配付に関するQ＆A

物価高騰対策物価高騰対策　　

おばまチケットが届きません。 12 月上旬から順次発送しますので、全ての市民の皆さんに届くまで

日数がかかります。12 月下旬になっても届かない場合は、物価高騰

対策チームまで連絡をお願いします。

販売中のおばまチケット第４弾
の販売期間は延長されますか。

販売期間は延長しません。当初の案内どおり、12 月 20 日㊋までです。

ただし、おばまチケットが無くなり次第、販売を終了します。

販売中のおばまチケット第４弾
の利用期限はどうなりますか。

販売中のおばまチケットの利用期限を、令和５年２月 10日㊎まで延
長します。券面は、12 月 31 日㊏までとなっていますが、期限まで

利用できます。

■問い合わせ　小浜市物価高騰対策チーム TEL53・1111

年末年始を安心して過ごすために　オミクロン株対応ワクチンの早期接種を

■対 象 者    １・２回目接種を受けた 12 歳以上の全ての人
　　　　　 （現在、オミクロン株対応ワクチンの接種は　　　
　　　　　 １回限りとされています）

これまで２年間、新型コロナウイルス感染症は年末年始に流行しました。
今のうちに年齢に関係なく接種を検討してください。

▲パソコンは市 HP バナー（左）から、スマー　
　トフォンは二次元コード（右）からアクセス

予
約
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

電
話
な
ど

小浜市新型コロナワクチンコールセンター
☎ 64・5654   ＦＡＸ 64・5342
　 vaccine-soudan@city.obama.lg.jp
接種券を紛失した場合は再発行できます。
再発行はコールセンターまで連絡してください。

引き続き、マスク着用・消毒などの感染予防もお願いします

密集・密接・密閉の回避

おばまチケットを紛失しました。
再発行してください。

紛失したおばまチケットの再発行はできません。届いたチケットは、

なくさないようにしてください。

おばまチケットが汚れたり破れた
りした場合は、使用できますか。

汚れや破損がひどい場合は、交換しますので、物価高騰対策チーム

まで連絡をお願いします。

オミクロン株対応２価ワクチン※接種

マスクの着用 石けんによる手洗い 消毒 こまめな換気

■接種間隔　最終接種から３カ月以上

接種の予約・変更・キャンセルなどはこちら ●予約には、市が発行する接種券が必要です
●新型コロナワクチン接種は無料で受けられます

１・２回目接種に使用している従来型ワクチンは、国からの供給が年内で終了となる予定です。

※従来株とオミクロン株に対応したワクチン
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■特別会計

会　計　名 予 算 額 収　　入 支　　出
収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 28 億 3,167 12 億 1,377 42.9 12 億 4,287 43.9
後期高齢者医療 4 億 7,453 1 億 3,670 28.8 1 億 3,366 28.2
介護保険事業 35 億 2,793 15 億 1,588 43.0 14 億 6,802 41.6
農業集落排水事業 4 億 7,330 1 億 2,156 25.7 2 億 437 43.2
漁業集落環境整備事業 5,684 1,428 25.1 1,918 33.7
加斗財産区運営事業 6 1 19.3 1 16.1

■企業会計
収　　入 支　　出

予 算 額 収入済額 執行率 予 算 額 支出済額 執行率
水道
事業

収益的収支 6 億 1,472 3 億 5 48.8 5 億 9,251 2 億 4,500 41.3
資本的収支 9,824 0 0.0 3 億 1,588 1 億 1,046 35.0

下水道
事業

収益的収支 12 億 997 7 億 2,924 60.3 11 億 7,929 5 億 3,084 45.0
資本的収支 10 億 4,402 1 億 6,594 15.9 14 億 8,569 4 億 8,971 33.0

（単位：万円・％）

■一般会計（歳出）
科　　目 予 算 額 支出済額 執行率

議会費 1 億 7,863 8,760 49.0
総務費 20 億 1,852 7 億 8,136 38.7
民生費 59 億 9,959 21 億 6,336 36.1
衛生費 21 億 37 4 億 8,419 23.1
労働費 1 億 7,528 1 億 4,013 79.9
農林水産業費 9 億 24 2 億 1,398 23.8
商工費 9 億 6,896 3 億 5,238 36.4
土木費 21 億 9,943 7 億 9,351 36.1
消防費 5 億 7,925 3 億 4,558 59.7
教育費 12 億 5,174 4 億 8,872 39.0
災害復旧費 510 0 0.0
公債費 17 億 2,977 8 億 5,834 49.6
予備費 990 0 0.0

合　　計 181 億 1,678 67 億 915 37.0

（単位：万円・％）

■一般会計（歳入）
科　　目 予 算 額 収入済額 執行率

市税 36 億 227 20 億 5,359 57.0
地方譲与税 1 億 7,000 5,095 30.0
利子割交付金 350 75 21.3
配当割交付金 1,600 883 55.2
株式等譲渡所得割交付金 1,800 0 0.0
法人事業税交付金 4,100 3,889 94.9
地方消費税交付金 6 億 7,200 3 億 8,511 57.3
環境性能割交付金 1,600 471 29.4
地方特例交付金 2,500 2,553 102.1
地方交付税 54 億 7,000 36 億 112 65.8
交通安全対策特別交付金 270 125 46.2
分担金及び負担金 1 億 7,416 3,324 19.1
使用料及び手数料 2 億 3,384 9,688 41.4
国庫支出金 29 億 2,259 3 億 5,284 12.1
県支出金 16 億 7,491 1 億 4,858 8.9
財産収入 2,676 488 18.2
寄附金 3 億 2,121 3,570 11.1
繰入金 3 億 7,594 0 0.0
繰越金 4 億 4,114 8 億 8,168 199.9
諸収入 5 億 5,177 8,216 14.9
市債 13 億 5,800 0 0.0

合　　計 181 億 1,678 78 億 668 43.1

（単位：万円・％）

（単位：万円・％）

■市財産の現在高
土地 1,134,520㎡
建物 181,096㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,200 万円
出資による権利 1 億 2,290 万円

基金
一般会計 31 億 9,195 万円
特別会計 6 億 1,269 万円

■市債、一時借入金の現在高
一般会計 150 億 471 万円
特別会計 20 億 7,980 万円
企業会計 120 億 3,613 万円
一時借入金 0 万円

　９月 30日現在の、4月 1日〜 9月 30 日の
予算執行状況などを公表します。

　4月 1日現在の給与の状況、職員数と人件費を公表
します（一部、令和３年度分を含む。手当は給与・報酬
に対する割合）。職員の給与および定員については、
詳細を市公式ホームページで公表しています。

ー給料と手当ー
●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

経験年数 10 〜 14 年 15 〜 19 年 20 〜 24 年
大学卒 256,600 円 294,900 円 371,800 円
高校卒 221,500 円 257,700 円 292,500 円

●一般行政職員の学歴別初任給
小浜市 国

大学卒 182,200 円 182,200 円（Ⅱ種）
高校卒 150,600 円 150,600 円　　

●職員の平均給料月額と平均年齢
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 308,300 円 41 歳３カ月
技能労務職 ー※ ー※

●期末、勤勉手当（令和 3 年度）

期末手当 勤勉手当 計
  6 月 1.275 カ月 0.95 カ月 2.225 カ月
12 月 1.275 カ月 0.95 カ月 2.225 カ月

計   2.55 カ月 1.90 カ月   4.45 カ月

●退職手当
自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年 19.6695 カ月 24.586875 カ月
勤続 30 年 34.7355 カ月 40.80375 カ月
最高限度額   47.709 カ月       47.709 カ月

●扶養手当
月　額

配偶者    6,500 円
子  10,000 円

配偶者、子以外の扶養親族    6,500 円

●通勤手当
月　額

交通機関利用者 6 カ月定期の額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 31,600 円

●住居手当
月　額

借家に居住   限度額 28,000 円

●特殊勤務手当
　危険、困難な職務についたときに支給。手当は９種類

●特別職の報酬、手当
月　額 期末手当（令和３年度）

市　長 850,000 円

6 月・12 月計
3.35 カ月

副市長 710,000 円
教育長 630,000 円
議　長 440,000 円
副議長 370,000 円
議　員 350,000 円

ー職員数と人件費ー
●部門別職員数（各年 4 月１日現在）

職　員　数
令和２年 令和３年 令和４年

一般行政関係 228 人 232 人 236 人
教育行政関係 30 人 23 人 22 人
公営企業関係 32 人 33 人 32 人

計 290 人 288 人 290 人

●職種別職員数
職 員 数

部長、部次長、課長、主幹 54 人
課長補佐（保育園長含む）、企画主査 63 人

主査、主事、保育士など 172 人
技能労務職 1 人

計 290 人

●職員給与費（令和４年度当初予算）

金　額
給　　料 10 億 7,860 万円
職員手当   5 億 8,381 万円

計 16 億 6,241 万円
1 人当たりの給与費 562 万円

●人件費（令和３年度普通会計決算額）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
189 億 8,178 万円 26 億 4,937 万円 14.0％

令和４年度 
上半期の財政状況職員の給与・人数などの状況

※職員数が２人未満のため、公表しません

■問い合わせ　総務課☎ 64・6002

市職員に支給される給与は、地方自治法と地方
公務員法に基づき、市議会の議決を経て市の条
例で定められています

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

数値は表示桁未満を四捨五入していますので、
合計などが合わない場合があります

ー小浜市の財産と市債ー

市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われているお金

市民 1 人当たりの
市債残高（借金）

市民 1 人当たりの
基金残高（貯金）

…   72,330 円

… 236,304 円

… 528,484 円

… 112,424 円

市民１人当たり※で換算しました（一般会計分）

※人口は 28,392 人（9 月 30 日現在）で計算

給
　
与

  毎月決まって
  支給されるもの

  特別な職務や
  特殊な勤務に
  ついたときに
  支給されるもの

  臨時に支給
  されるもの

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当

退職手当

住居手当

扶養手当

給料

通勤手当

ー職員給与の仕組みー
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後瀬山城跡を後世に残すため
春
しゅんぷうてい

風亭昇
しょうた

太さんや千
せ ん だ

田嘉
よしひろ

博さんなどが後瀬山城の魅力を
語る記念シンポジウムを開催（まちの駅旭座・10 月 22 日）

小浜市の
出来事に注目

３年ぶりに遠敷祭りが開催され若狭一の宮大太鼓が
市場区・島区・中村区を巡行（若狭彦神社・10 月 9 日）

大太鼓やかねの音が鳴り響く

スポーツ振興に貢献し成果を挙げた市卓球協会が文部
科学大臣表彰を受け市長らに報告（市庁舎・10 月 19 日）

地域におけるスポーツの普及や発展に貢献

市街地の病院や店舗などを巡る「循環バス」の実証実
験が始まり市民が乗車を体験（JR 小浜駅・11 月 1 日）

市街地の移動需要を調査

美浜発電所の事故を想定した原子力総合防災訓練が
行われ市民が避難経路や方法を確認（泊・11 月 6 日）

原子力災害に備える

市内外 34 チーム約 260 人の選手が集うソフトバレーボール
大会「御食国若狭おばま杯」が開催（市民体育館・10 月 22 日）

発祥の地で熱戦を繰り広げる

各地のグルメが集まる「O
オ バ マ

BAMA 食のまつり」が開催され
２日間で延べ１万5,000人が来場（川崎三丁目・10月15日）

３年ぶりの特設会場 食を求めて大盛況

川越藩行列保存会と市民などが江戸時代の武士や中
ちゅうげん

間の装
いで空印寺から小浜神社までを練り歩く（男山・10月22日）

酒井家ゆかりの地で大名行列を再現

県内出身指揮者の小
こまつ

松長
ちょうせい

生さんや若狭高校の生徒が参加する
「オーケストラコンサート in 小浜」が開催（文化会館・10 月 23 日）

気軽に芸術を楽しめる機会を

御食国若狭おばま Y
よ さ こ い

OSAKOI 祭 2022 で市内外の
15 チームが観客の目の前で躍動（白鬚・10 月 9 日）

３年ぶりの舞台 思いを乗せて演舞

拉致問題早期解決に向け 署名活動
北朝鮮に拉致された日本人を救う福井の会の活動に帰国 20
年を迎えた地

ちむら

村保
やすし

志さんが参加（川崎三丁目・10 月 15 日）

一般社団法人若狭地区建設業会の会員など約 80 人がボラン
ティア清掃を実施（エンゼルライン第１駐車場・10 月 12 日）

側溝にたまった土などを取り除く
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くらしの情報掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります。実施の有無は、各問い合わせ先に確認してください。

お
知
ら
せ

15 広報おばま　令和 4 . 12

の印がある情報は、市公式ホームページにも、情報を掲載しています

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
無
料
で
古
着

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
10
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
谷
田
部
）

▼
対
象　
【
古
着
】
洗
濯
し
た
衣
類
全
般

　
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、
タ　

　

オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
の
た
め
、
古
着
は
雨
に
ぬ
れ

古
着
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
・
基

本
健
診（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
）の
集
団
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
12

月
２
日
㊎
が
最
後
で
す
。　
　

　

12
月
３
日
㊏
以
降
は
、
次
の
市
内
医
療

機
関
８
カ
所
で
個
別
に
受
診
で
き
ま
す
。

▼
医
療
機
関　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜

　

病
院（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

　

者
は
受
診
不
可
）、い
ち
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

木
村
医
院
、
し
ん
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

田
中
病
院
、
中
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
に
し

　

お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
本
馬
医
院

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

　

人
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
市
外
に
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い

　

市
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
参
加
資
格
審
査
を
申
請
し
、

市
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
・
６
年
度
の
建
設
工
事
・
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
申
請

を
、
次
の
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

12
月
１
日
㊍
〜
令
和
５
年

　

１
月
27
日
㊎

▼
申
請
方
法　

市
公
式
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
総
務

　

課
に
設
置
の
申
請
書
に
記
入
し
、
市
庁

　

舎
（
大
手
町
）
４
階
４
０
２
会
議
室
ま

　

で
持
参
、
ま
た
は
総
務
課
宛
て
に
郵
送　

▼
と
き　

令
和
５
年
１
月
８
日
㊐
【
受
け

　

付
け
】12
時
15
分
〜
【
式
典
】13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
対
象
者　

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
に
住

　

民
登
録
が
な
い
人
は
事
前
申
し
込
み
が

　

必
要
）

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
対
象
者
の
家
族　

　

や
一
般
の
人
の
入
場
は
、
１
０
０
人
ま
で

　
（
申
し
込
み
不
要
。
当
日
先
着
順
）。
式
典

　

の
様
子
は
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
で
も

　

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
28
日
㊊
〜
12
月
16
日
㊎
の

　

期
間
中
の
平
日
、
９
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
乾
燥
肥
料
の
臭
い
に
対
す
る
苦
情
が
寄　

　

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
封
後
は
早
め
に

　

散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
外
で
保
管
す
る
際
は
必
ず
シ
ー
ト
な

　

ど
で
覆お

お

い
、
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
お　

　

願
い
し
ま
す

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
や
、
こ
れ
に
準
ず
る
高
齢
者

世
帯
を
対
象
に
、
生
活
の
安
全
を
図
る

た
め
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

▼
料
金　

市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て　

　

利
用
者
負
担
金
が
必
要
に
な
る
場
合

　

あ
り　

▼
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
民

　

生
委
員
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
証

　

明
を
受
け
、
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支

　

援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
委
託
業
者　

株
式
会
社
ア
イ
ビ
ッ
ク
ス

※
利
用
に
は
、
固
定
電
話
が
必
要
で
す
。　

　

ま
た
、
家
の
鍵
を
委
託
業
者
に
預
け
て

　

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

健
康
増
進
を
目
的
と
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
回
数　

市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ

　

り
、
週
１
〜
２
回
利
用
可
能
（
土
・
日

　

は
含
み
ま
せ
ん
）　

▼
料
金　

１
食
あ
た
り
３
４
０
円

▼
申
し
込
み　

申
込
用
紙
を
記
入
し
、
民

　

生
委
員
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
証

　

明
を
受
け
、
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支

　

援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
委
託
業
者　

ま
ご
こ
ろ
弁
当
若
狭
店

※
詳
し
く
は
、
高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支

　

援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

12
月
は
「
不
法
投
棄
等
防
止
啓
発
強
調

月
間
」
で
す
。
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て

た
り
、
野
外
焼
却
を
行
っ
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
自
分
の
土
地
で
も
、
み
だ
り

に
廃
棄
物
を
捨
て
た
場
合
は
、
不
法
投
棄

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
廃
棄
物
処
理
法

違
反
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
（
野

焼
き
）
を
見
つ
け
た
ら
、「
不
法
投
棄

１
１
０
番
」、
ま
た
は
最
寄
り
の
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
や
警
察
署
（
交

番
・
駐
在
所
）、
市
環
境
衛
生
課
ま
で
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
県
循
環
社
会
推

　

進
課
）
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
４

■
若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

■
小
浜
警
察
署
☎
56
・
０
１
１
０

■
市
環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
見
逃
さ
な
い
！

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

緊
急
通
報
装
置
の
貸
し
出
し

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

高
齢
者
対
象
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

（
建
設
工
事
な
ど
）の

申
請
受
け
付
け

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
３

は
た
ち
の
つ
ど
い
２
０
２
３

日
程

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、住民税非課税世帯などに対して、「電力・ガス・
食料品等価格高騰 緊急支援給付金」を支給しています。支給の対象世帯、必要な手続きは以下のとおりです。　

支給の対象世帯
（①・②のいずれか）

①住民税が非課税の世帯
令和４年９月 30 日において、市に住民
基本台帳があり、世帯全員の令和４年度
住民税が非課税の世帯

②家計が急変した世帯
予期せず家計が急変し、①と同等の状況
にあると認められる世帯※

※定年退職や季節性の売り上げ低下などによる収入減は
　含みません

世帯全員が住民税課税者の扶養となっていない

必要な手続き

10 月に、市から申請に必要な書類を郵
送しました。届いた書類に必要事項を記
入し、その他必要な物を同封して、市民
福祉課へ返送してください。

申請が必要です。
市役所で配布もしくは市公式ホームペー
ジから取得した申請様式に記入し、市民
福祉課へ郵送もしくは持参してください。

支給額 手続き完了１～２週間後、１世帯あたり５万円

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6011

住民税非課税世帯等 へ給付金を支給しています物価高騰対策物価高騰対策　　

宝くじの普及広報事業として、
一般財団法人自治総合センター
か ら の 助 成 で、 小 浜 飛 鳥 区 が
祭礼用具を整備しました。

宝くじの助成金で 祭礼用具 を整備しました

■問い合わせ　未来創造課☎︎ 64・6008

【山車音響装置】ミキサーアンプ１台、車載用電力アンプ１台 、スピーカー２台、CD デッキ１台、トランシーバー２台 ほか、
【山車修繕】棚板取り付け一式、【祭礼記録上映】液晶プロジェクター１台、モバイルスクリーン１台

　

な
い
よ
う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み
や
粗

　

大
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

※
次
回
は
、
３
月
に
実
施
予
定

市
内
医
療
機
関
で
の

生
活
習
慣
病
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２
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お
知
ら
せ

くらしの情報掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります。実施の有無は、各問い合わせ先に確認してください。 の印がある情報は、市公式ホームページにも、情報を掲載しています

　

12
月
４
日
㊐
〜
10
日
㊏
の「
人
権
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
体
験

　

し
た
あ
た
た
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
う

　

れ
し
か
っ
た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
な

　

ど
を
、
短
い
手
紙
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

▼
部
門　

小
学
校
低
学
年
、
小
学
校
高
学

　

年
、
中
学
校
、
一
般

　

※
入
賞
者
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

▼
応
募
方
法　

原
稿
用
紙
ま
た
は
所
定
の

　

応
募
用
紙
に
、
手
紙
の
本
文
（
２
０
０

　

字
以
内
）、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

　

記
入
し
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た

　

は
中
央
公
民
館
（
大
手
町
）
へ
提
出

　

※
応
募
用
紙
や
実
施
要
項
は
、
生
涯
学

　
　

習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
各
公
民
館
、
ま
た

　
　

は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

1.　

　
　

city.obam
a.fukui.jp/kosodate-

　
　

kyoiku/kyoiku-supotsu/p005988.

　
　

htm
l

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す

▼
応
募
期
限　

令
和
５
年
１
月
10
日
㊋

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
校
・
高
専
・

　

専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
を

　

希
望
す
る
、
貸
付
要
件
を
満
た
す
人

▼
奨
学
資
金
（
月
額
）　
【
高
校
・
高
専
】

　

１
万
円
、【
専
修
学
校
】
２
万
円
、【
短

　

大
・
大
学
】
３
万
円

▼
返
済
期
間　

修
業
か
ら
６
年
以
内
（
無

　

利
子
・
無
担
保
）

▼
申
し
込
み　

令
和
５
年
２
月
８
日
㊌
ま

　

で
に
、
各
中
学
校
・
高
校
に
設
置
の
申

　

込
用
紙
に
記
入
し
、
教
育
総
務
課
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い

　

県
母
子
寡か

ふ婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

と
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
～
「
Ｃキ

ャ

ン

バ

ａ
ｎ
ｖ
ａ
」
で
デ

ザ
イ
ン
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
～
】

▼
と
き　

❶
令
和
５
年
１
月
22
日
㊐
・
令

　

和
５
年
１
月
29
日
㊐
、
❷
令
和
５
年
２

　

月
25
日
㊏
・
令
和
５
年
３
月
４
日
㊏
／

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短
大
、

大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、在
学
中
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

▼
融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０

　

万
円
以
内

▼
金
利　

年
１
・
９
５
％
（
母
子
家
庭
や

　

父
子
家
庭
の
人
な
ど
は
、
年
１
・
５
５
％
）

　

※
固
定
金
利（
令
和
４
年
11
月
１
日
現
在
）

▼
返
済
期
間　

18
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

　

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

　

ま
た
は
☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

募
集

▼
業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン

　

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
研
修
会
へ
の
参
加

　

な
ど

　

※
謝
礼
・
交
通
費
の
支
給
あ
り

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▼
募
集　

１
人

▼
任
期　

令
和
５
年
４
月
１
日
㊏
〜
令
和

　

６
年
３
月
31
日
㊐

▼
申
込
期
限　

令
和
５
年
１
月
13
日
㊎

　

県
で
は
、
交
通
事
故
な
ど
で
生
計
を
共

に
し
た
父
や
母
、
未
成
年
後
見
人
を
亡
く

し
た
交
通
災
害
等
遺
児
が
、
小
・
中
学
校

に
入
学
す
る
と
き
に
、
遺
児
の
保
護
者
に

就
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
遺
児　

市
民
税
の
所
得
割　

　

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
も
し
く
は
、

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
ま
た
は
そ
の

　

世
帯
に
属
し
て
い
る
）
人

▼
申
し
込
み　

12
月
１
日
㊍
～
令
和
５
年　

　

１
月
20
日
㊎
の
間
に
子
ど
も
未
来
課
ま

　

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い

　

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
所
管
す
る
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
科
目
を
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
【
第
１
回
】
11
月
26
日
㊏

　

〜
令
和
５
年
２
月
28
日
㊋
、【
第
２
回
】

　

令
和
５
年
３
月
１
日
㊌
〜
３
月
14
日
㊋

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

明
倫
学
舎
（
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺

東
町
）
は
、
福
井
県
出
身
の
男
子
大
学
生

を
対
象
と
し
た
学
生
寮
で
す
。
令
和
５
年

度
の
入
舎
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

18
人
程
度 

▼
費
用　

月
額
３
万
２
０
０
０
円
〜
３
万

　

８
０
０
０
円
（
平
日
の
夕
食
費
含
む
）
＋

人
権
週
間
に
ち
な
み

「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」

作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金

（
小
・
中
学
校
就
学
児
分
）

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
大
人
対
象

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

※
❶
・
❷
と
も
同
じ
内
容
。
計
２
日
間

▼
と
こ
ろ　

武
生
商
工
会
議
所（
越
前
市
）

▼
受
講
料　

無
料

　

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

　

※
期
間
中
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
し

　
　

出
し
ま
す

▼
定
員　

各
回
８
人

▼
申
し
込
み　

各
回
開
始
２
週
間
前
ま
で　

　

に
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長
の

　
小こ

す
み⻆
さ
ん
☎
52
・
６
６
５
１
ま
た
は
子

　

ど
も
未
来
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

※
詳
し
く
は
、
同
会
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

. 
　

fukuikenbo.jp/

）
も
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

明
倫
学
舎
入
舎
生

（
公
財
）輔ほ
じ
ん仁
会
☎
０
４
２
２
・
22
・
２
３
０
５

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

小
浜
市
奨
学
生教

育
総
務
課
☎️
64
・
６
０
３
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン
利
用
者

日
本
政
策
金
融
公
庫

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

生
活
安
全
課
☎️
64
・
６
０
０
７

▼
業
務
内
容　

お
ば
ま
チ
ケ
ッ
ト
配
付
な

　

ど
の
支
援
、
電
話
な
ど
に
よ
る
問
い
合

　

わ
せ
対
応

▼
勤
務
場
所　

市
庁
舎
（
大
手
町
）

　

※
た
だ
し
、勤
労
福
祉
会
館
（
後
瀬
町
）

　
　

で
勤
務
す
る
場
合
あ
り

▼
任
期　

12
月
１
日
㊍
〜
令
和
５
年
３
月

　

31
日
㊎

▼
勤
務
時
間　

週
５
日
、
８
時
30
分
～
17
時

　
（
休
憩
時
間
を
除
く
／
原
則
土
・
日
・

　

祝
日
は
休
み
）

　

※
就
業
時
間
の
相
談
可

▼
報
酬　

時
間
額
８
９
０
円

　

※
通
勤
費
の
支
給
あ
り（
片
道
２
㌔
以
上
）

▼
福
利
厚
生　

社
会
保
険
加
入

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

▼
面
接
日
時　

随
時

▼
申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
請

※
採
用
者
が
決
ま
り
次
第
、
募
集
を
終
了

お
ば
ま
チ
ケ
ッ
ト
配
付
支
援
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

小
浜
市
物
価
高
騰
対
策
チ
ー
ム
☎
53
・
１
１
１
１

同会 HP
▼

市差し押さえ物件を売ります
■問い合わせ　税務課☎ 64・6005

▶物　　件　土地（金屋 52 号上松塚 2 番）
　　　　　　【地目】田　【面積】1,726 平方㍍
見積価額以上の最高入札者が、買い受け人となります。

入札参加にあたり、「買
かいうけ

受適格証明書」など
必要な書類があります。そのほか、不明な点
は、事前に税務課に問い合わせてください。

▶入札日時　令和 5 年 1 月 20 日㊎ 10 時～ 10 時 30 分
▶入札場所　市庁舎（大手町）
▶見積価額（最低入札価額）　138 万円
▶入札保証金　13 万円
▶そ　の　他

国有財産を売ります
■問い合わせ　北陸財務局（国有財産売却担当）

☎ 076・292・7875

▶物　件　土地（水取一丁目 201 番 16）、工作物一式

　　　　　面積：355.67 平方㍍

▶案内書配布開始予定日　12 月７日㊌
▶入札受付期間予定日　　令和 5 年 1 月６日㊎～

　　　　　　　　　　　　令和５年１月 24 日㊋

国有財産を一般競争入札により売却します。

対象の物件は、権利関係が整理されて
います。詳しくは、北陸財務局 HP▶

（https://lfb.mof.go.jp/hokuriku/）
を参照するか、問い合わせてください。

国・市からの物件情報

物件の場所

　

個
室
電
気
料
金

　

※
入
舎
時
納
付
金
８
万
円（
初
年
度
の
み
）

▼
申
し
込
み
期
限　
【
第
１
回
】
12
月
２
日

　
㊎
、【
第
２
回
】
令
和
５
年
１
月
19
日
㊍

▼
入
舎
選
考
日
・
場
所　
【
第
１
回
】
12

　

月
４
日
㊐
、【
第
２
回
】
令
和
５
年
１
月

　

21
日
㊏
／
い
ず
れ
も
ア
オ
ッ
サ（
福
井
市
）

27

東市場▶

◀多田
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施設

12 月 １月

問い合わせ・備考26
㊊

27
㊋

28
㊌

29
㊍

30
㊎

31
㊏

1
㊐

2
㊊

3
㊋

4
㊌

5
㊍

市
役
所

各課窓口 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 市役所（代表）☎ 53・1111
12 月 29 日㊍〜 令 和 5 年 1 月 3 日㊋の出生、死亡などの「戸
籍の届け出」「火葬の予約」は、市庁舎東側通用口で、宿日直
の職員が受け付けます。「住民票」や「マイナンバーカードの
交付」は、各課窓口の平常業務日のみの取り扱いとなります

市民サービス
コーナー × × × × × × × × × × ×

市立図書館 ○ × × × × × × × × × ○ ☎ 52・1042

中央公民館 × × × × × × × × × ○ ○ 市役所（代表）☎ 53・1111
各地区公民館の日程は、各館へ問い合わせてください

温水プール × ○ × × × × × × × × ×
☎ 53・0450
１月からは空調熱源改修工事のため、令和 5 年 2 月 28 日㊋
まで休館します

市民体育館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 53・0085

総合運動場 ○ ○ △
※ × × × × × × ○ ○

☎ 58・0837
※ 12 月 28 日㊌は、予約の受け付けのみ 17時まで行います。
　施設利用はできません

子育て支援
センター ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 56・3386

食文化館 ○ ○ × × × × × × × × × ☎ 53・1000
年始は１月 6 日㊎から開館

濱の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 53・4126

濱の四季 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ☎ 53・0141

道の駅
「若狭おばま」 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

☎ 56・3000
和久里のごはんや おくどさんの休業日は、12 月 31 日㊏・
令和 5 年１月１日㊐

まちの駅 旭座 ○ × ○ × × × × × △
※ ○ ○

☎ 52・2000
※令和５年 1 月 3 日㊋は「かるた始め」の開催のみで、その
　他の施設は利用できません

あいあいバス ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
【あいあいバス運行協会（以下のいずれか）】
三福タクシー株式会社☎ 52・1414
大和交通株式会社☎ 56・3333

ごみの収集 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 環境衛生課☎ 64・6016

クリーンセンター ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ☎ 53・5550
受付時間は 9 時〜16 時

リサイクルプラザ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

☎ 59・9000
受付時間は 9 時〜16 時
事業所が、年内にリサイクル可能な資源ごみを持ち込む場合
は、12 月 28 日㊌までに環境衛生課☎ 64・6016 の承認を受
けてください。個人の連絡は不要です

し尿のくみ取り 年末は大変込み合いますので、12月 12日㊊までに
予約してください 株式会社アクアテック☎ 64・5460

○…平常業務　×…休館・休業　△…一部のみ／時間変更年末年始の業務ガイド

満タン＆灯油プラス１缶運動

■問い合わせ 
　福井県石油商業組合若狭支部☎ 0776・34・3151

　大雪や災害時には、交通網の寸断や混乱の発
生、ガソリンスタンドの被災による営業不能な
どにより、ガソリンや灯油などの燃料が入手困
難となる可能性があります。日頃から「燃料は
満タンにしておく」、「暖房用の灯油は１缶余分
に保管しておく」ことを心掛けましょう。

　路上駐車厳禁
　普段駐車可能な時間や場所でも、積雪時に自動車
を道路上に放置すると、除雪作業に支障が出ます。
絶対にやめてください。

　外出の際は、積雪・降雪状況の確認を

　雪かきは休憩をとりながら
　こまめに水分を補給し、無理せず休憩をとりなが
ら作業しましょう。また、通行を妨げるので、道路
上には雪を捨てないでください。

雪が降る・積もっているときは

　樹木の事前伐採
　積雪により道路沿いで発生する倒木は、道路通行
の妨

さまた

げとなります。土地や山林の所有者は、降雪前
に危険な樹木を伐採してください。

雪が降る前にできる準備

　物の準備
　早めの冬タイヤの装着のほか、タイヤチェーン、
雪からタイヤを救い出すためのスコップやけん引
ロープなどの準備をお願いします。

12 月１日㊍〜７日㊌は「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたって、ルールやマナーをみんな
で話し合い、協力して雪対策を進めましょう。

■問い合わせ　都市整備課☎ 64・6027

雪雪へのへの備え備え本格的な冬を迎える前に本格的な冬を迎える前に  

県 HP「みち情報ネットふくい」（https://www.
hozen.pref.fukui.lg.jp/hozen/yuki/index.
html）で県内の道路の映像を配信中▶

　脱炭素社会を実現し、地球温暖化の進行を防止
するには、ライフスタイル（生活様式）の変革が
必要です。
　室温 19℃を目安にして、暖房に頼りすぎず快適
に過ごす「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」に取り組みましょう。

ＷＡＲＭ ＢＩＺ ーウオームビズー

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016
県環境政策課☎ 0776・20・0301

家族一緒に鍋を囲もう！
「鍋でウォームシェアキャンペーン」

投稿は、エコチャレふくい HP 投稿フォームから、
も し く は SNS（F

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook、T
ツ イ ッ タ ー

witter、I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram）
で「# ウォームシェアふくい、# エコチャレ、＃和食
の日」のいずれかをタグ付けして行ってください。

ー 鍋料理の写真投稿を募集中！ ー
投稿者の中から抽選で、地産地消食材をプレゼント！

首・手首・足首など太い血管のある「３つ
の首」を温めましょう。

鍋料理で体も室内もあたためましょう。
１部屋に集まって食事をすることで、暖房
の消費を抑え、節電につながります。

断熱シートや厚手のカーテンなどで、熱の
流出を防ぎ、暖かい空気が逃げない工夫を
しましょう。

エコチャレふくいに参加しよう
　県では、誰でも手軽にできる環境にやさし
い挑戦「エコチャレ」投稿を募集しています。
みんなで省エネ行動を起こして「ストップ！
地球温暖化」を目指しましょう。

【参加方法】
①専用 HP で会員登録
②写真と「エコチャレ」を投稿

▲専用 HP（https://loveearth-fukui.com/）

「エコチャレふくい」 　  で検索
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市内の催し物情報を発信Eventent

＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先

内＝内容

凡例

対＝対象

14 時 30 分〜時

4日㊐
クリスマス・ホワイエコンサート
＆ ミュージックベル ワークショップ

問 文化会館☎︎ 53・9700

金 無料所 文化会館（大手町）

申 申し込み不要

市文化協会所属の音楽活動団体「ミュージックフレンズ」
が来場者向けにミュージックベルの演奏方法を伝えるワー
クショップを行います。ベルの扱い方を知って、皆さんでク
リスマスソングを奏でましょう。同団体のミュージックベル
演奏や、市文化協会所属のピアノ教室「ｐｆミュージック」
によるピアノ演奏も楽しめます。

13 時 30 分〜時

4日㊐ 小浜藩士津
つ だ

田葛
くずね

根講演会＆トークセッション

問 文化交流課☎︎ 64・6034金 無料

所 まちの駅旭座（白鬚）

申 申し込み不要

江戸時代の小浜藩士の津田葛根は、同藩士で国学者であ
る伴

ばん

信
のぶとも

友と、一緒に勉学に励み、京都など各地で歴史調査
をしました。津田葛根の魅力を講師が紹介します。
講師：下

しもにし
西善

ぜんざぶろう
三郎さん（上越教育大学 名誉教授）

　　　滝
たきざわ

澤みかさん（青山学院大学文学部 准教授）
主催：小浜古

こ

文
もんじょ

書の会
この事業は、いいとこ小浜づくり協働推進事業の採択を受けて実施します。

10 時 30 分〜 12 時時

金 無料

所 市立図書館（白鬚）

問 市立図書館☎︎ 52・1042

10日㊏

内 １. プラバン（プラスチックの板）で
　 キーホルダーをつくろう
２. アニメ上映「ふしぎ駄菓子屋銭

ぜにてんどう

天堂」
３. クリスマスのおはなし

クリスマスイベント
おばましりつとしょかんのハッピークリスマス会

年末年始は、20冊の本と過ごそう!

年末の市立図書館は、本の貸し出し期間が３週
間に延長、貸し出し冊数が１人 20 冊までにな
ります。自宅でゆっくり読書を楽しんでください。

開場 17 時 30 分　開演 18 時時

金 1,500 円　※全席自由席

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 小浜地区まちづくり協議会☎ 53・2010

11日㊐ 旭座クリスマスジャズナイト

ジャズ・サクソフォーン奏者の白
し ら い

井淳
あ つ お

夫さんなどが一夜
限りの演奏を届けます。

内

開場 18 時 15 分　開演 19 時時

金【前売券】一般 3,000 円　学生 1,000 円
【当日券】一般 3,500 円　学生 1,200 円

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 まちの駅☎ 52・2000

9日㊎ 演劇集団風
ふうれん

煉ダンス 朗読劇＆ライブ

朗読劇「まつろわぬ民 2022 更地のうた」と白
しらさき

崎映
え み

美
さんが歌うソロライブが楽しめます。

内

① 14 時〜 15 時 30 分、② 19 時〜 20 時 30 分時

24日㊏ 迎春フラワーデザイン講座

問 働く婦人の家☎︎ 52・7002

金 3,300 円（材料費、花器代、税込み）

所 働く婦人の家（大手町）

申 10 日㊏までに要事前申し込み。各回先着 20 人

正月用フラワーアレンジメント作り
講師：松

ま つ か わ

川知
ち か こ

香子さん（日本フラワーデザイナー協会名誉
　　　本部講師）
持ち物：花切りバサミ、持ち帰り用袋

内

　市では、郷土の偉人・杉田玄白の功績
をたたえ、毎年、「医食同源」の理念にふ
さわしい進歩的な研究や取り組みを実施
している人の中から、功績顕著な人を表
彰しています。
　記念講演会では、受賞者の皆さんから、
受賞した研究や取り組みの発表を聞くこ
とができます。

第 21 回「杉
す ぎ た

田玄
げんぱく

白賞」
表彰式・受賞者記念講演会　
■問い合わせ　文化交流課☎ 64・6034

11 時〜時

金 無料

所 市立図書館（白鬚）

問 市立図書館☎︎ 52・1042

24日㊏ おばま児童文学会「風夢」のおはなし会

問 生涯学習スポーツ課☎︎ 64・6033仲間と楽しく音楽を学ぼう!　小浜少年少女合唱団 団員募集

合唱練習のほか、県内外のコンサートへの参加やお楽しみ
会を開催するなど、歌を通じた幅広い活動を計画しています。
リズムの取り方や音符の読み方など、基本から学べるので、
初めて音楽を学ぶ人でも安心して参加できます。

金 月額 1,000 円
月 2 ～ 3 回程度、土曜日の 13 時 30 分〜 15 時時

所 文化会館（大手町）ほか
対 市内在住の年中児～中学３年生

※年中・年長児の場合は、要保護者同伴

問 食文化館☎︎ 53・1000

金 1,000 円

申 3 日前までに要事前申し込み。先着 16 人

「おせち料理（食卓が華やかになる逸品）」をテーマに、岩
手県風くるみ雑煮、昆布巻き、だて巻き、田作り、紅白なま
すを作ります。

いずれも 10 時〜 13 時時

所 食文化館（川崎三丁目）

3日㊏・11日㊐ 食文化館 季節の調理体験

季節の調理体験レシピ集（令和３年度版）

食文化館で販売中　※限定 50 冊 金 500 円

14日㊌〜26日㊊

▲昨年の講座で製作

問 まちの駅☎︎ 52・200017 時〜 21 時時 所 まちの駅（白鬚）

11月26日㊏〜
12月25日㊐

まちの駅イルミネーション「小浜夢回廊・夢
む げ ん

眼」
w
ウ ィ ズ

ith ナイトマルシェ

イルミネーション点灯のほか、
期間中の毎週㊏ 17 時〜 21 時
には、キッチンカーや駅内カ
フェの限定メニューなどが登
場します。

内

▲昨年のイルミネーション

と　き　12 月３日㊏
　13 時～　　　   顕

けんしょうさい

彰祭
　　　　 　　　　杉田玄白賞表彰式
　13 時 40 分～　受賞者記念講演会
　※講演会開始時間は前後する可能性があります

古
ふるさわ

澤 之
ゆきひろ

裕 さん（富山県立大学 准教授）

機能性素材による腸内細菌を介した免疫調節と疾患予防
〜食物繊維やポリフェノールが病気の発症を予防するしくみ〜

海藻の健康増進効果の解明と製品応用
〜福井県産アカモクを活用した地域活性化の取り組み〜

研究・取り組みの内容

亀
か め い

井 康
やすとみ

富 さん（京都府立大学 教授）

ビタミン D のはたらき：筋肉を元気にする
〜栄養・代謝物シグナルと食品機能〜

杉田玄白賞

杉田玄白賞 奨励賞

杉田玄白賞 地域奨励賞

研究・取り組みの内容

村
むらかみ

上 茂
しげる

 さん（福井県立大学  特命教授）

研究・取り組みの内容

講演会からの参加も可能です

対 ３歳～小学生 申 ７日㊌までに要事前申し込み。先着 20 人

ところ　まちの駅旭座（白鬚）
料　金　無料



市立図書館
6 日㊋・13 日㊋・18 日㊐・
20 日㊋・27 日㊋～ 31 日㊏

温水プール
5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・
26 日㊊・28 日㊌～ 31 日㊏

若狭図書学習
センター

5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・
26 日㊊・29 日㊍～ 31 日㊏
※22日㊍は2Fのみ休館

市民サービス
コーナー

18 日㊐・29 日㊍～ 31 日㊏

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります■各種相談
相 談 名 内 容 と き ところ・問い合わせ

出張年金相談※ 年金額の確認や、年金に関する手続
きを行うことができます。

12 月 8 日㊍・22 日㊍
10 時〜12 時、13 時〜15 時

文化会館
問敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

結婚相談 結婚に関する相談に、婦人福祉協議
会の相談員が応じます。

12 月 15 日㊍
9 時 30 分〜11 時 30 分

文化会館
問小浜市婦人福祉協議会
☎ 52・5564

弁護士無料相談※ 法律問題全般について相談ができます。
12 月 6 日㊋
13 時 30 分〜15 時

働く婦人の家
問福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

法律相談
（消費生活トラブル）※

消費生活に関する相談に、司法書士
が応じます。

12 月 22 日㊍
14 時〜16 時

嶺南消費生活センター
問同☎ 52・7830

高齢者専門相談
（法律）※

遺産相続、土地問題などについて、
弁護士が相談に応じます。

12 月 15 日㊍
13 時〜16 時

県社会福祉協議会嶺南支所
問同☎ 52・7833

行政相談※ 行政に関する手続きや苦情などの相
談に、行政相談委員が応じます。

12 月 20 日㊋
13 時 30 分〜 14 時 30 分

市役所問広報・デジタル
推進課☎ 64・6009

女性向け
出張就業相談

仕事に関する不安解消やキャリアアップ
など、「働きたい」女性の相談に応じます。

12 月 7 日㊌
10 時〜15 時

働く婦人の家
問ふくい女性活躍支援センター
☎ 0776・41・4244

精神保健相談※ 心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

12 月 6 日㊋・20 日㊋
10 時〜11 時 30 分

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査※
匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

12 月 5 日㊊・19 日㊊
9 時〜10 時 30 分

夜間エイズ相談・
検査※

12 月 1 日の世界エイズデーに合わせ
て、夜間、エイズ検査や相談に応じ
ます。※検査は、感染の恐れがある
日から、3 カ月以上経過後に受けてく
ださい

12 月 2 日㊎
17 時〜19 時

こころの相談 心の悩みを相談してください。
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

①市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802
②つみきハウス
問同☎ 53・1190

心配ごと相談 介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

12 月 14 日㊌
13 時〜16 時

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談

12 月 4 日〜 10 日の人権週間に合
わせて、相談できる時間を拡大して
開設します。悩みごと、心配ごとの
ある人は、気軽に相談してください。

12 月 6 日㊋
10 時〜 16 時

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局
☎ 52・0238
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12 月の窓口延長について

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、会計課）では、
毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

■高齢者いきいき情報 ※印のついた相談などは要予約です。内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

カフェ・ぽ〜れ
高齢者の生きがいや認知症予防の活
動・相談ができます（参加費 100 円）。

12 月 16 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
かず よ

代さん
☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
ハンドベルのクリスマス演奏会で、物
忘れ予防とリフレッシュをしましょ
う（参加費 100 円）。

12 月 20 日㊋
10 時〜 12 時

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問宇

う の

野さん
☎ 090・1633・4959

■子育て応援情報 ※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

誕生会※
今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝
いをしましょう（要参加費）。

12 月 21 日㊌
10 時〜11 時

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

母乳育児相談
助産師による母乳育児の相談です。体
重・ほ乳量の測定も可能。

12 月 12 日㊊
10 時〜 11 時 30 分 サン・サンホーム小浜

問健康管理センター
☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
離乳食の相談、発育・発達、育児な
ど子育て相談。身体計測も可能です。

12 月 5 日㊊
10 時〜 11 時

プレパパ & プレママ

講座※

育児編「ミュージックケアでリフレッ
シュ、育児を楽しむには」※母子手帳
と運動できる服装を持参してください

12 月 14 日㊌
10 時〜 12 時

働く婦人の家
問健康管理センター
☎ 52・2222

■ 12 月の休館日 ■ 12 月の休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院  
　（大手町）で小児科医が休日診療を行います

     4 日㊐ ★本馬医院（水取一丁目）☎ 52・2233

   11 日㊐ ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

   18 日㊐ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

   25 日㊐ ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

   30 日㊎ ★しんたにクリニック（駅前町）☎ 64・5321

   31 日㊏ 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や変更になる場合があります。
参加を希望する人は、各問い合わせ先に事前に確認してください。

利用される皆さんへ

年始については、19Ｐの「業務ガイド」をご覧ください



、燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者
市内の若者にインタビュー

運
動
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

勤務先　おおい町フィットネスセンターアクアマリン

畑
は た な か

中 純
じ ゅ ん な

奈 さ
ん（20 歳）
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男子バスケットボール部　キャプテン

守
備
を
強
化
し
勝
利
を
目
指
す

（小浜第二中学校２年生）

辻
つ じ

 惇
あ つ き

生 さ
ん

　

小
浜
第
二
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
は
、
１
・
２
年
生
15
人
が
楽
し

み
な
が
ら
懸
命
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

辻
さ
ん
は
小
学
１
年
生
か
ら
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
競
技
を
始
め
ま
し
た
。

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
、
他
の
競

技
と
比
べ
、
点
数
が
た
く
さ
ん
入
る
と
こ

ろ
で
す
。
シ
ュ
ー
ト
が
得
意
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
か
ら
ゴ
ー
ル
を
狙
い
ま
す
」
と
、

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

今
年
夏
の
県
大
会
で
は
、
３
位
入
賞
し

北
信
越
大
会
ま
で
進
ん
だ
同
部
。
３
年
生

が
引
退
し
た
現
在
は
、
１
対
１
で
行
う
基

礎
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
辻
さ
ん
は
、「
初

心
者
が
多
い
チ
ー
ム
な
の
で
、
経
験
者
が

技
術
を
教
え
、
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と

で
、
競
技
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
パ
ス
の
方
法
な
ど

を
教
え
る
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し

た
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
、
続
け
ま
す
。

　

辻
さ
ん
は
、
北
信
越
大
会
で
見
た
試
合

を
思
い
返
し
、「
出
場
チ
ー
ム
は
守
備
が
強

か
っ
た
。
今
後
は
チ
ー
ム
の
守
備
を
強
化

し
、
来
年
夏
の
県
大
会
で
の
勝
利
を
目
指

し
た
い
で
す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

畑
中
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
ジ
ム
や
プ
ー

ル
、
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
備
え
た
施
設
で
、

利
用
者
に
運
動
方
法
の
指
導
や
助
言
を
す

る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
昨
年
４

月
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年

１
月
に
は
、
成
人
式
に
代
わ
っ
て
市
が
実

施
す
る
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
で
、
式
典

の
司
会
進
行
を
務
め
る
予
定
で
す
。

　

笑
顔
で
「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
が
好
き
で
す
」
と
話
す
畑
中
さ

ん
は
、
嶺
北
の
高
校
に
進
学
。「
卒
業
後
は
、

小
浜
に
帰
っ
て
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
、
体
を
動
か
す
仕
事
が
し

た
か
っ
た
の
で
、
今
の
職
場
に
就
職
し
ま

し
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

畑
中
さ
ん
は
現
在
、
利
用
者
に
ム
エ
タ

イ
や
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入
れ
た

レ
ッ
ス
ン
を
指
導
し
て
い
ま
す
。「
さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
や
体
調
の
方
が
い
る
の
で
、
強

度
が
異
な
る
動
き
を
、
丁
寧
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
、

「
今
後
、
お
客
さ
ん
に
、
よ
り
運
動
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
ス
タ
ジ
オ
を
盛
り

上
げ
る
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、
熱
意
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

らり！小浜人き

小浜市保健推進員協議会 会長

　

市
保
健
推
進
員
協
議
会
は
、
保
育
園
入

園
前
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、

声
掛
け
訪
問
や
子
育
て
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
母
親
や
家
族
の
話
を
聞
い
た
り
、

相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
、
健
康
状
態
な
ど

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
に
取
り
次
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
長
年
、
市
内
の
母
子
保
健

の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績
か
ら
、
10
月
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
上
林
さ
ん
は
、「
推
進
員
の
皆
さ

ん
が
、
長
き
に
渡
っ
て
地
道
に
活
動
し
て

き
た
結
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
、
喜
び
を
表
し
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
相
手
の
表
情
を

見
な
が
ら
話
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、

あ
ら
た
め
て
気
付
き
ま
し
た
」
と
、
語
る

上
林
さ
ん
。「
自
分
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、

相
手
と
同
じ
目
線
で
話
し
、
気
持
ち
に
寄

り
添
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
、

話
し
ま
す
。

　

上
林
さ
ん
は
、「
若
い
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
今
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。
地
元
の
人
に
、
気
軽
に
声
を

掛
け
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
か み ば や し

林 やすこ さ
ん（73 歳）

　

１
・
２
年
生
12
人
が
所
属
す
る
、
若
狭
高

校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
明
る
く

元
気
な
掛
け
声
が
響
く
校
庭
で
、
日
々
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
小
学
校
時
代
に
、
同
年
代
が
集
ま
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
加
入
し
ま
し
た
」

と
、
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
振
り
返

る
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
重
田
さ
ん
で
す
。

　

自
ら
率
先
し
て
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
っ
た

重
田
さ
ん
は
、「
部
員
一
人
ひ
と
り
に
目
を

配
る
こ
と
」
を
心
掛
け
な
が
ら
、
先
輩
か

ら
教
わ
っ
た
「
楽
し
く
競
技
を
す
る
こ
と
」

を
後
輩
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

競
技
で
は
、
投
手
を
担
当
し
て
い
る
重

田
さ
ん
は
、「
球
速
の
遅
い
球
種
を
投
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
緩
急
を
付
け

た
投
球
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
話
し
ま
す
。

　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
で
、
練
習
も
試

合
も
楽
し
い
。
特
に
点
数
を
取
り
合
っ
て
、

接
戦
の
試
合
を
し
て
い
る
と
き
が
楽
し
い

で
す
」
と
、競
技
の
魅
力
を
語
る
重
田
さ
ん
。

「
来
年
の
春
に
行
わ
れ
る
、
高
校
最
後
の
県

大
会
で
決
勝
戦
に
進
み
、
北
信
越
大
会
に

出
場
し
た
い
」
と
、
笑
顔
で
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

女子ソフトボール部　キャプテン

燃えろ！青春！部活道
「
楽
し
く
」
競
技
に
臨
む

（若狭高校 2 年生）
重

し げ た

田 京
き ょ う か

香 さ
ん
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生
活
の
と
び
ら

健健
康康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

30
分
以
上
続
け
て
30
㌢
未
満
の
近
い
場
所
を

見
る
こ
と
の
方
が
、
近
視
が
発
症
・
進
行
す

る
危
険
因
子
に
な
り
得
る
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
す
。
近
視
予
防
に
、
次
の
３
つ
を
推
奨

し
ま
す
。

①
で
き
る
だ
け
外
遊
び
す
る(

日
陰
で
も
近

視
抑
制
効
果
あ
り)
、
②
姿
勢
を
正
し
く
し

て
、
見
る
も
の
と
30
㌢
以
上
間
隔
を
空
け
る
、

③
30
分
に
１
回
は
、
20
秒
以
上
画
面
か
ら
目

を
離
し
て
遠
く
を
見
る

小
中
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

近
視
は
、
20
歳
代
中
ご
ろ
に
進
行
が
止
ま

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
小
学
校
低
学
年
の

こ
ろ
に
急
激
に
進
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
を
使
う
時
間
や
使
い
方
の
管
理

な
ど
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
注
意
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

近
視
の
50

　
「
近
視
の
50
」
と
は
、「
２
０
５
０
年
に
は
、

世
界
人
口
の
約
50
％
に
あ
た
る
約
50
億
人
が

近
視
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
を
示
し

た
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
言
葉
な
の
で
す
。

近
視
と
は

　

近
視
と
は
、
近
く
は
は
っ
き
り
見
え
ま
す

が
、
遠
く
は
ぼ
や
け
て
見
え
な
い
状
態
の
こ

と
で
す
。
原
因
の
１
つ
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
に

よ
っ
て
、
近
く
を
見
る
時
間
が
増
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
近
く
を
長
時
間
見
る
こ
と
で

眼
球
は
後
方
に
伸
び
、
近
視
と
な
る
の
で
す
。

眼
球
が
伸
び
る
と
、
網も

う
ま
く膜
も
薄
く
引
き
伸
ば

さ
れ
る
た
め
、
将
来
、
緑り

ょ
く
な
い
し
ょ
う

内
障
や
網
膜
剥は

く
り離

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
視
を
予
防
す
る
た
め
に
は

　

１
週
間
あ
た
り
の
屋
外
活
動
時
間
が
長
け

れ
ば
長
い
ほ
ど
、
近
視
の
発
症
を
抑
制
で
き

る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ

ホ
な
ど
を
見
る
時
間
が
長
い
こ
と
よ
り
も
、

眼

科

柿か
き
も
と本 

宙ひ
ろ
し志 

医
師

正常な眼球

後方に伸びた
近視の眼球

【MRI 画像】

 「広報おばま」に広告を掲載してみませんか
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●
先
月
号
の
編
集
後
記
の
続
き
▼

わ
が
家
の
壊
れ
か
け
の
電
子
レ
ン

ジ
は
、
ま
だ
使
え
る
状
態
を
キ
ー

プ
▼
し
か
し
、
先
日
、
オ
ー
ブ
ン

機
能
を
使
お
う
と
す
る
と
、
冷
却

フ
ァ
ン
の
エ
ラ
ー
が
出
て
使
え
ず

▼
レ
ン
ジ
機
能
が
使
え
て
い
る
の

が
ま
だ
救
い
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
所
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
▼
「
い
い
加
減
に
修
理

せ
ん
と
な
ぁ
」
と
思
い
つ
つ
、
修

理
の
期
間
は
電
子
レ
ン
ジ
が
使

え
な
く
な
る
た
め
、
買
い
替
え

よ
う
か
と
悩
む
毎
日
で
す
（
的
）

１
５
０
０
年
続
く
若
狭
と
都
の
往
来
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

１
５
０
０
年
続
く
若
狭
と
都
の
往
来
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

日
本
遺
産
物
語

　

贈
り
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
若
狭
小

浜
小
鯛
さ
さ
漬づ

け

は
、
加
工
技
術
の
発
展
に
よ

り
、
広
報
お
ば
ま
11
月
号
で
紹
介
し
た
、
江

戸
時
代
の
若わ

か
さ
し
お
こ
だ
い

狭
塩
小
鯛
が
進
化
し
て
で
き
た

も
の
で
す
。
明
治
時
代
、
若
狭
も
の
を
取
り

扱
っ
て
い
た
京
都
の
商
人
と
、
小
浜
の
商
人

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

誕
生
後
、
こ
の
さ
さ
漬
は
、
鮮
度
の
良
い

生
魚
が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
京
都
の
料
理

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
茶
席
の
懐
石
料
理
や

仕
出
し
料
理
な
ど
、
京
料
理
で
用
い
ら
れ
る

食
材
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、も
っ

ち
り
と
し
た
食
感
と
う
ま
味
が
京
都
の
人
々

に
好
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
代
に
は
、
こ
の
さ
さ
漬

が
京
都
の
味
と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
全
国
各
地
に
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
京
料
理
で
は
、
こ
の
さ
さ
漬
を
お

せ
ち
料
理
や
す
し
の
ほ
か
、
里
芋
と
合
わ
せ

た
芋
ず
し
、
野
菜
と
合
わ
せ
た
酢
の
物
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
用
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
狭
小
浜
小
鯛
さ
さ
漬
な

ど
の
京
都
の
人
々
が
求
め
る
若
狭
も
の
は
、

そ
の
時
代
の
需
要
に
沿
っ
た
商
品
に
変
化

し
、
現
在
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

進
化
し
続
け
る
若
狭
も
の

▲若狭小浜小鯛ささ漬

歴

訪

探

史

協同組合小浜ささ漬協会 提供

----------- 有料広告 -----------

小浜市小浜広峰 55小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

福祉のことが知りたい、
誰かに話を聴いて欲しい… etc.

ご予約は､　 50-8013
 またはホームページから

OPEN10:00 ～ 17:00 （不定休）

社会福祉士が対応します

☎

市公式ＨＰバナー市公式ＨＰバナー
随時募集中随時募集中
市公式ＨＰバナー市公式ＨＰバナー
随時募集中随時募集中

お問い合わせはお問い合わせは
広報・デジタル推進課まで広報・デジタル推進課まで

☎ 64・6009☎ 64・6009

お問い合わせはお問い合わせは
広報・デジタル推進課まで広報・デジタル推進課まで

☎ 64・6009☎ 64・6009

●
今
月
号
の
「
健
康
生
活
の
と
び

ら
」（
26
Ｐ
）
で
勧
め
ら
れ
て
い

る
近
視
予
防
法
を
、
自
分
な
り
に

解
釈
し
て
み
ま
し
た
▼
①
で
き
る

範
囲
で
地
域
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に

出
か
け
る
、
②
「
広
報
お
ば
ま
」

の
編
集
作
業
を
す
る
と
き
は
、
座

る
姿
勢
に
気
を
付
け
る
、
③
近
く

を
見
る
作
業
が
続
く
と
き
は
、
と

き
ど
き
遠
く
を
見
る
▼
こ
れ
ら
は

近
視
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
健
康

的
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
意
識
し
て
実

践
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す（
理
）



写真連載Life 輝く子どもたち

小浜市防災メール
災害や避難の情報をお知らせします。
登録は、右の二次元コードもしくは
W
ウ ェ ブ

ebサイト（https://mail.cous.jp/bou
saiobama/）から手続きしてください

地域の出来事などを SNSで発信しています

市公式 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook市公式 T
ツ イ ッ タ ー

witter

春に植えたサツマイモを掘り起こす園児ら（口名田保育園・10月 6日）

人の動き（11 月１日）

【人　口】28,393人 （前月比              1人）
　　　　　　　   　 (前年同月比 -257人）

【世帯数】12,170世帯

【男性】 14,007人

【女性】 14,386人

【転入】    56人  【転出】    47人

【出生】    17人  【死亡】    25人

駅伝大会で全児童が内外海地区を疾走（内外海小学校・10月 15日）

広
報
お
ば
ま

№
828　

令
和
4
年
11
月
25
日
（
金
）
発
行

本
紙
の
一
部
に
は
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
　
福
井
県
小
浜
市

　
　
　
　
〒
917
-8585　

小
浜
市
大
手
町
6
番
3
号

■
編
集
　
企
画
部
広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
　
☎
64・

6009　
FA
X
53・

0742

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
1.city.obam

a.fukui.jp/
■
電
子
メ
ー
ル
　
kouhou@

city.obam
a.lg.jp

■
印
刷
　
　
　
　
若
越
印
刷
（
株
）
小
浜
営
業
所
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